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 大阪大学医学部付属病院消化器外科で 1999 年から 2001 年までに側方郭清を伴う手術を施行した 20 例の下部進行
直腸癌を対象とした。全例において骨盤神経叢を温存し、術中に左右の骨盤神経叢の内側と外側（直腸癌が骨盤神経
叢に直接浸潤していた場合は外側のみ）の結合組織を各２箇所ずつ採取した。採取した標本を半切し、一方は病理組
織学的に、一方は CEA と CK-20 をマーカーとした RT-PCR 法により転移の有無を検索した。病理学的に転移陰性で
RT-PCR 法により転移陽性となった場合を微小転移陽性と定義した。再発については腹部 CT あるいは MRI を６ケ月
ごとに施行した。再発形式と生命予後を prospective に追跡し、骨盤神経叢周囲癌転移との関連を検討した。 
「成績」 
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残りの 18 例には微小転移も存在しなかった。予後に関して観察期間の中央値は 36 ケ月で、骨盤神経叢周囲組織に転
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